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1) 腰部交感神経節には, 術後 7 日にすでに充血, 軽度の炎症が認められ, 20- 30 日後には強度の炎症




2) 腰部交感神経節細胞の変化として最も著明なものは, 細胞体の濃染で, これは Iierzog のいう初期
刺激像のように思われた｡ しかも炎症の強いものに大部分かかる変化が認められた｡ ,






5) 正常犬および股動脈閉塞犬の両側腰部交感神経節を切除すると, 脊髄神経節 (T 12,L 2 ) の神経
突起には突起失調 (増殖, 肥厚), 球現象が認めれた｡ この変化はおそらく腰部交感神経幹を通る内臓秤
経の求心性線維における逆行性変化であろう｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
下肢の動脈幹を結熟した場合に比し, 同一部位に栓塞を生ずる場合のほ うがはるかに広範な壊死を生
ずる｡ その理由として栓塞部からの有害な求心性刺激が反射性に副行動脈 C ollaterals を収縮するためと
解釈されている｡ はたしてこのような反射経路に病的変化があるかどうかを追求した｡ すなわち犬の
大腿動脈の一定区域をパラフィンによって閉塞した後, 交感神経幹と脊髄後根神経節におこる病変を組織
学的に追求したのである｡ その結果閉塞 7 日後から30日までにわた り下肢の支配に一致する交感神経節
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